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2018 ２ 日 日かけて 方

および石 加 方で 37 りの な大

となった。 の 量は 147cm に し、“平

30 と された。この 後の 日

に、加 林において、 （

）とともに、大量の 木の発生を

した。 

たは ロ の の発生

は少な 、 における発生 が られてい

る（ 藤、1988）。この によると、 の１

の と が し、 が る。そし

て、 れは に し は以後下方に

しないことなど、 回発生した と

発生 が一 る。しかし、 藤（1988）は

この れの発生 として、強 によって

強 に が された ではないかと

しており、 発生 を には ていな

い。 

たは し した ロ

な ど の 木 は

Monochamus alternatus（以下、本 と る）を

ることが られている（ え 、

Kobayashi et al.、1984）。しかし、 ・ 藤（1979）

は 然条件下において本 は 木 たは しい

木 けでな 、生立木の のような な

－  の 高
25.1cm 高 9.1cm
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を けた 位にも を行うことを示してい

る。そして、 （2019）は本 が の に

え付けた れ にも本 が されることを示

した。そのた 、 木の発生が本 の

機会を 大さ 、 に る可能 があった。

本研究では、 後に発生した 木の

と本 の の を し、 木

の発生が本 の に える について考 し

た。 

 

石 加 林（36°19.4 N、

136 17.1 E、 高 53 ）に を設 した。

この は に位 しているが、 が

している。 の で、2018 ２ 22 日

でも 20cm 以上の があった（ １）。ここ

では 材 による が 20 前か

ら して発生しており、 木の 処理

などが実 されている。 前 （2017 ）の当

率は 3.0％であり、 木の平均 高

は 13.1cm であった。 

において 2018 25 日に、 １

度の が に した の
－  の 2018

22 影 
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－  の の が  

* い の の に い の す と の が
に が × と の が と す

** の が 高 の に と す
*** 1967 に

木が された。これらのうち、 い

に生 る 13 本を び、 木とした

（ ２）。 木の平均 高 は 21.9cm（最

小 最大：8.8 44.0cm）であった。これらの

木は を と、 見 に の は

されなかった。 

は 全 （ を いた 所）を対

とした の と、 の 上高 2.0

での本 の の について、2018

日 11 16 日 での間に 回の を行った

（表 １）。 た、これらの 全 を るた 、

25 日および 10 １日に小田（1967）を 考

にして、 上高 1.2 の に mm のコル

ー ーで での を開け、 の を

た。 

 と

間 に 木 本が したた 、

木の 率は 38. ％（ 13）であった。 

木ＡおよびＢは設 当 （ 25 日）の

において、 に異 が られた（表 １）。

そして、 日という比較 い時 に本 の

が された。この時、 木Ａは の

が見られたが、 木Ｂは の は見ら

れなかった。しかし、その後（ １日）の

では 木Ｂの も した。これらの と

は、 木の には に 木全体が

している 体があり、それらは になって

した本 を し、本 が る可

能 があることを示した。 

木Ｃ、 および は、設 当 （ 25

日）の の では 全に

された（表 １）。 木Ｃおよび はそれ れ

21 日および 16 日の で、本 の

が され、その後、 が し に った

（表 １）。 木 は 27 日に の が

され に ったが、 は されなか

った。この林分では 、 上 以 になると

材 で し る 木が

る。このた 、これらの が の発

生と関係 るかどうか 断ができない。しかし、

この時 に した 木は本 が る可

能が高い。 

一方、 木 13 本のうち 本が しなかった

が、 木 の で本 の が された。

この 木の設 当 （ 25 日）は の

もな 、 は 分に していた（表 １）。し

かし、 日に の 行が見られ、

に が された。さらに、この日の 21 時

にこの で 尾 る （２ ）が された。

の 行は 16 日 での間に見られた

が、 27 日には の 傾向は なり、10

１日の では 分な が られ

た。そして、この 木 は 2020 日にお

いても に っていない。この は、

木が に一時 に し、本 を し

たことを示唆している。 ・ 藤（1979）は生

立木の から本 の を していることか

ら、 全 に 下された は発 できないが、

木の は本 の に 用される可能
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性がある。 

  

 
江 二郎（2007） り枝の付け えによる

マ 生立木へのマ マ ラ の と

林  101 173 177 

i 、 m n  、   (1 4)  

n  in      c   

in  i  i . nn  n m  2  

115 135 

小田 （1 67） くい の 木とその

定法について 森林 13 100 102 

作  ・ （1 7 ）岩手県におけるマ

の材 の発生（ ） マ イ ン

ウ 林東 31 16 171 

（1 ） マ とク マ の

林 523 524 
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